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今月の表紙

久美浜湾周辺では、肉厚
でプリプリ「久美浜か
き」や、冬の味覚「松葉
ガニ」、秋の味覚「いさ
ざ」、そして脂が乗った
「コノシロの姿ずし」な

どの新鮮な海の幸、さら
に「久美浜メロン」や
「京たんご梨」などの果
実や野菜が収穫できます。

令和８年度農林水産関係予算概算決定
総額２兆2,956億円を措置

特 集

TOPIC
★食料システム法に関する地方説明会の開催及び参加者の募集に
ついて（近畿ブロック）

★近畿シン 農泊報告＆交流会

★～最近の各種統計情報の公表について～

（新・深・進・親・真）



２

農林水産省 大臣官房予算課

https://www.maff.go.jp/j/budget/r8kettei.html

代表：03-3502-8111（内線3164） ダイヤルイン：03-3501-3716

新たな食料・農業・農村基本計画を踏まえ、農業構造転換集中対策を着実に実施
しつつ、食料安全保障の強化、農業の持続的な発展、農村の振興、環境と調和のと
れた食料システムの確立等に向けた農林水産政策を推進し、農林水産業の持続可能

な成長を実現

【お問い合せ先】

【ウェブサイトアドレス】
「令和８年度農林水産予算概算決定の概要」農林水産省ホームページ

総額 ２兆２,９５６億円（２兆２,７０６億円） ※（ ）内は、令和７年度当初予算額

令和８年度農林水産予算概算決定

１．食料安全保障の強化

２．農業の持続的な発展

３．農村の振興

４．環境と調和のとれた食料システムの確立

５．多面的機能の発揮

６．2050年ネット・ゼロ等に貢献する「森の国・木の街」の実現に向けた森林資源
循環利用施策の総合的な展開

７．海洋環境の激変に適応するための水産業の強靱化

〇 農業構造転換集中対策 494億円（244億円）
〇 米穀など安定生産・需要開拓総合対策事業 15億円（－）等
〇 水田活用の直接支払交付金等 2,752億円（2,870億円） 等
〇 持続的生産強化対策事業 140億円（142億円）等
○ 共同利用施設の整備 338億円（200億円）
○ 飼料備蓄・増産流通合理化事業 18億円（18億円）等
〇 合理的な価格の形成 ２億円（１億円）
〇 持続可能な食品等流通対策事業 ４億円（1億円）等
〇 オールジャパンでのマーケットイン輸出の取組強化 32億円（24億円）等
○ 食品産業と農林漁業等の連携強化 ２億円（1億円）等

〇 地域計画の実現に向けた支援 527億円
○ スマート農業技術活用促進集中支援プログラム 185億円（182億円）等
○ 農業農村整備事業＜公共＞ 3,365億円（3,331億円）等
○ 経営所得安定対策（ゲタ・ナラシ） 所要額 2,462億円（2,541億円）等
○ 家畜衛生等総合対策 77億円（77億円）等

〇 農山漁村振興交付金 70億円（74億円）
〇 鳥獣被害防止対策とジビエ利用の推進 100億円（100億円）

〇 みどりの食料システム戦略推進総合対策 ６億円（6億円）
〇 環境保全型農業直接支払交付金 28億円（28億円）

○ 多面的機能支払交付金 500億円（500億円）等

○ 森林・林業・木材産業グリーン成長総合対策 154億円（144億円）
○ 森林整備事業＜公共＞ 1,271億円（1,256億円）
〇 治山事業＜公共＞ 628億円（625億円）

○ 海洋環境の急激な変化を的確に捉える資源調査・評価の推進及び管理体制の構築 78億円（70億円）等
○ 漁業を魅力ある職業とするための働き方・職場環境の改善等 213億円（202億円）等
○ 漁村環境の保全に向けた漁業者活動の推進 30億円（32億円）等
○水産基盤整備事業＜公共＞ 738億円（731億円）等

京都あぐり便り

https://www.maff.go.jp/j/budget/r8kettei.html


３

近畿農政局 経営・事業支援部 食品企業課
代表：075-451-9161（内線2745）ダイヤルイン：075-414-9024

【お問合せ先】

日 時：令和８年２月17日（火曜日）13時00分～15時00分
会 場：近畿農政局第４会議室

（京都市上京区西洞院通下長者町下る丁子風呂町）
開催形式：オンライン（Microsoft Teams）及び対面

「プレスリリース」近畿農政局ウェブサイト

【ウェブサイトアドレス】

【開催日時及び場所等】

https://www.maff.go.jp/kinki/press/keiei/syokuhinkigyo/260120.html

【参加申込方法等】

【定員】
オンライン（Microsoft Teams）500名 対面20名

今般、食品等の持続的な供給を実現するための食品等事業者による事業活
動の促進及び食品等の取引の適正化に関する法律（食料システム法）に基づ
く基本的な方針、食品等の取引の適正化に係る判断基準等を定めた施行規則
（省令）の公布、指定飲食料品等の指定等が行われ、令和８年４月１日から
食料システム法が全面施行されることとなります。これに伴い、食料の生
産・加工・流通・販売といった食料システムに関わる皆さまの食料システム
法の運用に係る理解醸成を目的として、地方説明会（近畿ブロック）を開催
いたします。

京都あぐり便り

食料システム法に関する地方説明会の開催
及び参加者の募集について（近畿ブロック）
～食料システム法の全面施行に向けて説明会を実施～

【議事】
食料システム法に基づく取引適正化の推進について

参加を希望される方は、以下の参加申込フォームからお申込みください。オンラインでの参
加を希望される場合は、お申込み時にオンライン参加として登録ください。オンライン参加で
登録いただいた方には、説明会前日までに、各種情報（URL等）をメールにてお送りします。

また、参加申込み締切の前であっても、先着順で定員（オンライン500名、対面20名）にな
り次第、申込みを締め切らせていただきますので、あらかじめ御承知おきください。
複数名お申込みの場合も、お一人ずつの記載事項をお書きください。

（参加申込み締切:令和８年2月13日（金曜日）12時00分）

<参加申込フォームURL>
https://www.contactus.maff.go.jp/j/kinki/form/systemho_2.html

※詳細な内容については、以下のウェブサイトアドレスをご覧ください。

「プレスリリース」農林水産省ウェブサイト
https://www.maff.go.jp/j/press/shokuhin/kikaku/260116.html

https://www.maff.go.jp/kinki/press/keiei/syokuhinkigyo/260120.html
https://www.contactus.maff.go.jp/j/kinki/form/systemho_2.html
https://www.maff.go.jp/j/press/shokuhin/kikaku/260116.html
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【年計調査】

https://www.maff.go.jp/j/tokei/index.html「統計情報」農林水産省ウェブサイト

【ウェブサイトアドレス】

〇12月23日令和6年農業総産出額及び生産農業所得（全国）

〇12月23日令和6年農業産出額及び生産農業所得（都道府県別）

〇12月23日作物統計調査 令和7年産なたね（子実用）の作付面積及び収穫量

〇12月19日農業経営統計調査 令和6年牛乳生産費

〇12月19日農業経営統計調査 令和6年肉用牛生産費［子牛・去勢若齢肥育牛・乳用雄育成牛・乳用雄肥育

牛・交雑種育成牛・交雑種肥育牛］

〇12月19日農業経営統計調査 令和6年肥育豚生産費

〇12月19日農業経営統計調査（営農類型別経営統計） 令和6年農業経営体の経営収支

〇12月12日作物統計調査 令和7年産水陸稲の収穫量

お問合せ先：近畿農政局京都府拠点

〒602-8054 京都市上京区西洞院通下長者町下る丁子風呂町 TEL：075-414-9015
ホームページ：https://www.maff.go.jp/kinki/tiiki/kyoto/index.html

近畿農政局 都市農村交流課 担当者：農泊担当
ダイヤルイン：075-414-9065

【開催日時】

【お問合せ先】

2026年２月13日（金曜日）

13：30～17：00（受付13：00）

「「近畿シン農泊報告＆交流会」開催のお知らせ」近畿農政局ウェブサイト

【ウェブサイトアドレス】

【会場】
大阪合同庁舎第1号館 第１別館２階 大会議室
（大阪府大阪市中央区大手前１丁目5－44）

https://www.maff.go.jp/kinki/toshinou/nouhaku/kinkishinnouhaku_2025.html

（申込締切：令和８年１月31日（土）参加費：無料）

～最近の各種統計情報の公表について～

報告＆交流会
近畿シン 農泊（新・深・進・親・真）

定員

100名
先着順

農泊実践者、これから農泊を始めたい方・興味のある方、行政関係者、学生、農泊に関わりのある
幅広い分野の事業者の皆さんが対象です。参加方法等詳細は以下のウェブサイトアドレスを参照し

全国的にも先進的な取組を実践されている農泊協
議会から直近の活動について発表頂きます。その後
ゲストも交え、これからの農泊の可能性、進め方に
ついて意見交換を行います。報告会、トークセッショ
ンのあとの交流・懇親会もお楽しみください。

京都府綾部市生まれ。「半農半Ｘ（＝天職）」を30年前
から提唱。翻訳本は台湾、中国、韓国、ベトナムにもひ
ろがる。著書に『半農半Ｘという生き方【決定版】』
『半農半Ｘ的これからの生き方キーワードAtoZ』など。

塩見直紀 氏
半農半Ｘ研究所代表
総務省地域力創造アドバイザー

【報告地域】
①移住者の半農半X 農泊モデル
【京都府】 綾部農泊推進協議会

②専業農家から学ぶ農的暮らし×農泊モデル
【兵庫県】心に残る淡路島農泊推進協議会

北淡路農泊連携協議会
ほくだん未来会議協議会

③自立運営する農泊協議会
【奈良県】 明日香交流人口促進協議会

てください。

京都あぐり便り
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https://www.maff.go.jp/kinki/toshinou/nouhaku/kinkishinnouhaku_2025.html
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